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1 図面・現場の確認（プランニング）

フリージョイントの両側には、
支柱・ブラケット等の支持部材を
必ず２ヶ所以上設置してください。

施工に必要な工具

電動ドリル 電動ドライバー コンベックス 振動ドリル チョークライン クサビ 水平器 水準器 養生テープ

コアドリル
(φ60mm用) ヤスリ ○+ドライバー 延長コード 金ノコ M8用レンチ

鉄工用ドリルビット
（φ３.３ｍｍ、φ３.７ｍｍ、φ６ｍｍ）

コンクリート用ドリルビット
（φ８ｍｍ、φ１０ｍｍ）

屋外手すりの施工に
便利な工具を集めました！

屋外手すりの施工に
便利な工具を集めま
した！　　　 P.314

埋め込み式支柱の施工
①振動ドリルで下穴（φ6mm）
　をあけます。

②コアドリル（φ60mm）で深
さ220mm以上の穴をあけま
す。

クサビ

支柱

支柱

水抜き穴
φ6mm

30
mm

⑦支柱用化粧カバーをおとして
完了です。

ベースプレート式支柱の施工

2 支柱の設置

Ａ Ａ
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チョークライン

①施工要領書の参考取付方法より割付けした支柱位
置にラインと垂直な線を引きます。

②チョークラインとⓐのラインより、左図に基づきⒶ
点を記します。

③マーキングしたⒶ点に振動ドリル(ドリル径10mm)
にて、深さ55mmの穴をあけ、付属のナイロンアン
カーMG10を挿入してください。

●�アンカー穴はナイロンアンカー挿入前に充分に掃除してください。
●�ナイロンアンカーは床面より出ないよう、挿入してください。

施工上のご注意

A

A

A寸法（へりあき寸法）
は100mm以上

●へりあき寸法は100mm以上必要です。

施工上のご注意

A寸法
（へりあき寸法）
は100mm以上

A

A

コア
ドリル
φ60mm

●�へりあき寸法は100mm以上必要です。
●�独立基礎の場合は250×250×H500mm
のコンクリート基礎としてください。

施工上のご注意

施工方法   フリーRレールの施工
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50
50 チョークライン ●�床厚が100mm未満のコンクリート床の場合は取付けできません。

●�Eベースプレート式支柱は、チョークラインをタイル目地にあわせての
取付けはできません。

施工上のご注意

※チョークラインをタイル目地にあわせる場合

⑤クサビで垂直になるように調
整した後、穴にモルタルを流
し込みます。

⑥モルタルが仮硬化したらクサ
ビを取り除いてクサビ跡をモ
ルタルで補修します。

●�モルタルに急結剤を混ぜないでください。
アルミと反応し支柱を腐食させる恐れが�
あります。

施工上のご注意

調整スペーサー

④ベースプレートを穴位置に合わせ、平座金及びばね
座金を介し、コーチスクリューで固定してください。

　�水勾配等により支柱が垂直に立てられない場合は、調
整スペーサーを地面とベースプレートの間に入れます。

施工上のご注意
●�調整スペーサーを使用する場合は1箇所につき2枚までです。
●�対応可能な勾配は1/50までです。　

⑤ぐらつきが無いことを確認して完了です。

※プランニングについてはP.306をご参照ください。

④穴深さの７～８割あたりまでコン
クリートを流込み、あらかじめ水
抜き穴（支柱の床面から３０ｍｍ
あがった位置にφ６ｍｍ）をあけ
た支柱の内部にコンクリートが
充填されるよう挿入します。

テープ等

化粧カバー

水抜き穴
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③支柱の下面から化粧カバーを
取付け、化粧カバーが落下しな
いようテープ等で仮止めします。

取付ける

支柱

化粧カバー

※ アプローチEレール等、他シリーズと部材を組み合わせて使用することはできません。

支柱をカットして短く（低く）する方法は次ページをご覧ください。

※φ60、深さ220mmが確保できない場合、�
複数本の支柱のうち１本はφ50程度、�
深さ120mm以上でもかまいません。

□１ ブラケット（支柱）ピッチ

□2 横曲げ部分（コーナー） □6 端部（垂れ下げ） □7 最小R

150

15
0

mm以内

m
m

以
内

150mm以内

15
0

m
m

以
内

800mm以内
（直棒手すり1200mm以内）

1スパン700mm以内
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上部支柱パイプを回転させ角度調節

※参考 R1000mm以上
〈スパン800mmの時〉
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□3 縦曲げ部分 □4 ジョイント部分 □5 端部

150mm以内 150mm以内100mm以内

□8 コーナー支柱部分

800mm以内（1スパンの場合700mm以内）
（直棒手すり1200mm以内）

48mm
800mm以内（1スパンの場合700mm以内）

（直棒手すり1200mm以内）

□9 Lコーナージョイント部分
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□11 自在ソケット ・ Nエンドソケット

□10 フリージョイント部分

800mm以内

直棒手すり
1200mm以内

800mm以内

   直
棒手すり

1200mm以内

（1スパンの場合
400mm以内）

700mm以内

100mm

以内

600mm以内

（直棒手すり

1000mm以内）

150mm以内 48mm

※49 について ジョイント部分の両側には、必ず2箇所ずつ以上の支柱（ブラケット）を設置してください。
※ジョイント部分直近の支持部材にコーナー支柱・コーナーブラケット・フレキシブルブラケットを用いないでください。
※転倒・転落を防ぐため、階段などの段差付近や足元が滑りやすい場所では、必ず手すりを連続させてください。

カタログ
　の見方

玄  　関

階段  　
　・廊下

ト イ レ

浴室  　
 ・洗面所

寝室  　
　・居間

屋  　外

住まいの
　　補修

福祉用具
　　貸与

段差　　
   解消機
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